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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年12月6日(2018.12.6)

【公開番号】特開2018-67921(P2018-67921A)
【公開日】平成30年4月26日(2018.4.26)
【年通号数】公開・登録公報2018-016
【出願番号】特願2017-206202(P2017-206202)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  16/14     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  28/04     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  88/06     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  84/10     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  84/12     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   16/14     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   28/04     １１０　
   Ｈ０４Ｗ   88/06     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   84/10     １１０　
   Ｈ０４Ｗ   84/12     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月29日(2018.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のワイヤレスデバイスと第２のワイヤレスデバイスとの間のワイヤレス通信のため
の方法であって、前記方法は、前記第１のワイヤレスデバイスによって行われ、
　前記第１および第２のワイヤレスデバイス間のＷｉ－Ｆｉブロック肯定応答（ＢＡ）セ
ッションがアクティブである間にＢｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションを始めることと、
　前記ＢＡセッションを終了するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示することと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションを終わらせることと、
　フレームを前記第２のワイヤレスデバイスに送ることと、ここにおいて前記フレームを
受信した後に、前記第２のワイヤレスデバイスは、前記ＢＡセッションを再スタートする
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＢＡセッションを終了するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示することは、
セッション情報を削除することなく前記ＢＡセッションを終了するよう前記第２のワイヤ
レスデバイスに要求する理由コードを含む削除ブロック肯定応答（ＤＥＬＢＡ）フレーム
を送ることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＢＡセッションが終了されている間、
　例えば１つまたは複数のトラフィック識別子（ＴＩＤ）値とブロック肯定応答ポリシと
を含むセッション情報が維持される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションがアクティブである間、
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　前記第２のワイヤレスデバイスからの追加ブロック肯定応答（ＡＤＤＢＡ）要求を拒否
する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＢＡセッションを再スタートするよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示するこ
とは、追加ブロック肯定応答（ＡＤＤＢＡ）要求を前記第１のワイヤレスデバイスに送信
するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示する第２のフレームを送ることを含み、前
記ＡＤＤＢＡは、前記ＢＡセッションを再スタートするよう要求する、請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
　前記ＢＡセッションを再スタートするよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示するこ
とは、削除ブロック肯定応答（ＤＥＬＢＡ）フレーム、アクションフレーム、またはプロ
ーブ要求を備える第２のフレームを送ることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションは、前記第１のワイヤレスデバイスに関連付け
られたワイヤレスヘッドセットへの同期接続指向（ＳＣＯ）コールを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項８】
　第１のワイヤレスデバイスであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサによって実行されるとき、前記第１のワイヤレスデバイスに、
　　前記第１のワイヤレスデバイスと第２のワイヤレスデバイスとの間のＷｉ－Ｆｉブロ
ック肯定応答ＢＡセッションがアクティブである間にＢｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーション
を始めることと、
　　前記ＢＡセッションを終了するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示することと
、
　　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションを終わらせることと、
　　フレームを前記第２のワイヤレスデバイスに送ることと、前記フレームを受信した後
に、前記第２のワイヤレスデバイスは、前記ＢＡセッションを再スタートする
　をさせる命令を記憶するメモリと、
　を備える、第１のワイヤレスデバイス。
【請求項９】
　前記ＢＡセッションを終了するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示することは、
セッション情報を削除することなく前記ＢＡセッションを終了するよう前記第２のワイヤ
レスデバイスに要求する理由コードを含む削除ブロック肯定応答（ＤＥＬＢＡ）フレーム
を送ることを備える、請求項８に記載の第１のワイヤレスデバイス。
【請求項１０】
　前記ＢＡセッションが終了されている間、
　例えば１つまたは複数のトラフィック識別子（ＴＩＤ）値とブロック肯定応答ポリシと
を含むセッション情報が維持される、請求項８に記載の第１のワイヤレスデバイス。
【請求項１１】
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションがアクティブである間、
　前記第２のワイヤレスデバイスからの追加ブロック肯定応答（ＡＤＤＢＡ）要求を拒否
する、請求項８に記載の第１のワイヤレスデバイス。
【請求項１２】
　前記ＢＡセッションを再スタートするよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示するこ
とは、追加ブロック肯定応答（ＡＤＤＢＡ）要求を前記第１のワイヤレスデバイスに送信
するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示する第２のフレームを送ることを含み、前
記ＡＤＤＢＡは、前記ＢＡセッションを再スタートするよう要求する、請求項８に記載の
第１のワイヤレスデバイス。
【請求項１３】
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　前記ＢＡセッションを再スタートするよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示するこ
とは、削除ブロック肯定応答（ＤＥＬＢＡ）フレーム、アクションフレーム、またはプロ
ーブ要求を備える第２のフレームを送ることを含む、請求項８に記載の第１のワイヤレス
デバイス。
【請求項１４】
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションは、前記第１のワイヤレスデバイスに関連付け
られたワイヤレスヘッドセットへの同期接続指向（ＳＣＯ）コールを備える、請求項８に
記載の第１のワイヤレスデバイス。
【請求項１５】
　コンピュータ上で実行するとき、請求項１乃至７のいずれかで定義された方法を実行す
るよう適合されたプログラム命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　[0058]　前述の明細書おいて、本実施形態はその特定の例示的な実施形態を参照して説
明されている。しかしながら、添付の請求項に明記される開示のより広い範囲から逸脱す
ることなく、それらに対する様々な修正および変更がなされ得ることは明らかであろう。
従って、本明細書および図面は、限定的な意味ではなく、むしろ例示的な意味において考
慮されるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレスネットワークにおいて第１のワイヤレスデバイスと第２のワイヤレスデバイ
スとの間のブロック肯定応答（ＢＡ）セッションを中断および再開するための方法であっ
て、前記方法は、前記第１のワイヤレスデバイスによって行われ、
　前記第１および第２のワイヤレスデバイス間のＢＡセッションがアクティブである間、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションをし易くすることと、
　第１のフレームを前記第２のワイヤレスデバイスに送ることによって、前記ＢＡセッシ
ョンを中断することと、前記第１のフレームは、データフレームをアグリゲートすること
を停止するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示する、
　ある時間の期間の後に、前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションを終わらせることと、
　第２のフレームを前記第２のワイヤレスデバイスに送ることによって、前記ＢＡセッシ
ョンを再開することと、前記第２のフレームは、アグリゲートされたデータフレームの送
信を再開するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示する
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第１のフレームは、セッション情報を削除することなく前記ＢＡセッションを中断
するよう前記第２のワイヤレスデバイスに要求する理由コードを含む削除ブロック肯定応
答（ＤＥＬＢＡ）フレームを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ＢＡセッションが中断される間、１つまたは複数のトラフィック識別子（ＴＩＤ）
値とブロック肯定応答ポリシとを含むセッション情報を維持すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションがアクティブである前記時間の期間中、前記第
２のワイヤレスデバイスからの全ての追加ブロック肯定応答（ＡＤＤＢＡ）要求を拒否す
ること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
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［Ｃ５］
　前記第２のフレームは、追加ブロック肯定応答（ＡＤＤＢＡ）要求を前記第１のワイヤ
レスデバイスに送信するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示し、前記ＡＤＤＢＡは
、前記ＢＡセッションを再スタートするよう要求する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第２のフレームは、削除ブロック肯定応答（ＤＥＬＢＡ）フレーム、アクションフ
レーム、またはプローブ要求を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションは、前記第１のワイヤレスデバイスに関連付け
られたワイヤレスヘッドセットへの同期接続指向（ＳＣＯ）コールを備える、Ｃ１に記載
の方法。
［Ｃ８］
　第１のワイヤレスデバイスであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサによって実行されるとき、前記第１のワイヤレスデバイスに、
　　前記第１のワイヤレスデバイスと第２のワイヤレスデバイスとの間のＷｉ－Ｆｉブロ
ック肯定応答ＢＡセッションがアクティブである間、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーション
をし易くすることと、
　　第１のフレームを前記第２のワイヤレスデバイスに送ることによって、前記ＢＡセッ
ションを中断することと、前記第１のフレームは、データフレームをアグリゲートするこ
とを停止するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示する、
　　ある時間の期間の後に、前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションを終わらせることと
、
　　第２のフレームを前記第２のワイヤレスデバイスに送ることによって、前記ＢＡセッ
ションを再開することと、前記第２のフレームは、アグリゲートされたデータフレームの
送信を再開するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示する
　をさせる命令を記憶するメモリと、
　を備える、第１のワイヤレスデバイス。
［Ｃ９］
　前記第１のフレームは、セッション情報を削除することなく前記ＢＡセッションを中断
するよう前記第２のワイヤレスデバイスに要求する理由コードを含む削除ブロック肯定応
答（ＤＥＬＢＡ）フレームを備える、Ｃ８に記載の第１のワイヤレスデバイス。
［Ｃ１０］
　前記ＢＡセッションが中断される間、１つまたは複数のトラフィック識別子（ＴＩＤ）
値とブロック肯定応答ポリシとを含むセッション情報を維持すること
　をさらに備える、Ｃ８に記載の第１のワイヤレスデバイス。
［Ｃ１１］
　前記命令の実行は、前記第１のワイヤレスデバイスに、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションがアクティブである前記時間の期間中、前記第
２のワイヤレスデバイスからの全ての追加ブロック肯定応答（ＡＤＤＢＡ）要求を拒否す
ること
　をさせる、Ｃ８に記載の第１のワイヤレスデバイス。
［Ｃ１２］
　前記第２のフレームは、追加ブロック肯定応答（ＡＤＤＢＡ）要求を前記第１のワイヤ
レスデバイスに送信するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示し、前記ＡＤＤＢＡは
、前記ＢＡセッションを再スタートするよう要求する、Ｃ８に記載の第１のワイヤレスデ
バイス。
［Ｃ１３］
　前記第２のフレームは、削除ブロック肯定応答（ＤＥＬＢＡ）フレーム、アクションフ
レーム、またはプローブ要求を備える、Ｃ８に記載の第１のワイヤレスデバイス。
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［Ｃ１４］
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションは、前記第１のワイヤレスデバイスに関連付け
られたワイヤレスヘッドセットへの同期接続指向（ＳＣＯ）コールを備える、Ｃ８に記載
の第１のワイヤレスデバイス。
［Ｃ１５］
　第１のワイヤレスデバイスのプロセッサによって実行されるとき、前記第１のワイヤレ
スデバイスに、
　前記第１のワイヤレスデバイスと第２のワイヤレスデバイスとの間のＷｉ－Ｆｉブロッ
ク肯定応答ＢＡセッションがアクティブである間、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションを
し易くすることと、
　第１のフレームを前記第２のワイヤレスデバイスに送ることによって、前記ＢＡセッシ
ョンを中断することと、前記第１のフレームは、データフレームをアグリゲートすること
を停止するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示する、
　ある時間の期間の後に、前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションを終わらせることと、
　第２のフレームを前記第２のワイヤレスデバイスに送ることによって、前記ＢＡセッシ
ョンを再開することと、前記第２のフレームは、アグリゲートされたデータフレームの送
信を前記第２のワイヤレスデバイスに指示する
　を備える動作を行うことをさせるプログラム命令を含む、非一時的コンピュータ可読媒
体。
［Ｃ１６］
　前記第１のフレームは、セッション情報を削除することなく前記ＢＡセッションを中断
するよう前記第２のワイヤレスデバイスに要求する理由コードを含む削除ブロック肯定応
答（ＤＥＬＢＡ）フレームを備える、Ｃ１５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１７］
　前記命令の実行は、前記第１のワイヤレスデバイスに、
　前記ＢＡセッションが中断される間、１つまたは複数のトラフィック識別子（ＴＩＤ）
値とブロック肯定応答ポリシとを含むセッション情報を維持すること
　をさせる、Ｃ１５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１８］
　前記命令の実行は、前記第１のワイヤレスデバイスに、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオペレーションがアクティブである前記時間の期間中、前記第
２のワイヤレスデバイスからの全ての追加ブロック肯定応答（ＡＤＤＢＡ）要求を拒否す
ること
　をさせる、Ｃ１５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１９］
　前記第２のフレームは、追加ブロック肯定応答（ＡＤＤＢＡ）要求を前記第１のワイヤ
レスデバイスに送信するよう前記第２のワイヤレスデバイスに指示し、前記ＡＤＤＢＡは
、前記ＢＡセッションを再スタートするよう要求する、Ｃ１５に記載の非一時的コンピュ
ータ可読媒体。
［Ｃ２０］
　前記第２のフレームは、削除ブロック肯定応答（ＤＥＬＢＡ）フレーム、アクションフ
レーム、またはプローブ要求を備える、Ｃ１５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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